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Ⅲ 不耕起Ｖ溝直播栽培の今後

冬季代かき田における不耕起Ｖ溝直播（冬季代かき直播、愛知式不耕起直播）は1994年

に現地の30ａほ場に適用して以来、年々面積の拡大をみ、播種機と専用肥料の市販体制が

整った1999年を契機に増加の速度を速めている。2002年には、愛知県内で三十数台の播種

機が稼動し、栽培面積も約500haに拡大した。普及拡大が進むなかで農家の導入あるいは

栽培を継続している目的は様々で、なかには当初私たちが想定もしていなかった利点も指

摘されている。以下に列記すると、①コシヒカリの作付け面積を拡大できる。②播種作業

速度1.5m/秒と速く、高能率な作業ができる。③入水後も田面が固いため、ほ場内の管理

作業が非常に楽である。④作業の分散ができる。⑤省力化ができる。⑥移植並の収量と安

定性がある。⑦造成初年目のほ場でも快適な機械作業ができる。⑧収穫作業で田面を荒ら

すことがないので後作の作業が快適で計画的にできる。⑨育苗や苗の移動、田植機への苗

継ぎ等の煩わしさから解放される。⑩播種機の共同利用での導入が可能である。⑪育苗セ

ンター更新の費用が省ける。⑫田植機を更新するより低コストである。等々、多様な理由

が挙げられている。以上のことと技術の安定性が相乗して、本直播を経験した農家のなか

で撤退する農家はほとんどない。

従来、全国の試験研究機関で直播技術の持つ欠点を品種で克服しようとする取り組みが

営々となされてきた。出芽苗立ちの安定性、初期伸長性、転び型倒伏抵抗性等の特性を持

つ直播適応性品種の育成がそれであった。このうち、いずれの形質をとっても遺伝資源の

探索から導入まで十年単位の時間を要することは過去の様々な事例からも明らかである。

しかしながら、現在我が国水田農業のおかれた状況はそれだけの時間的余裕を与えられて

いない。そこで、当面なにができるかを考える必要がある。

県外においても冬季代かき田における不耕起Ｖ溝直播法の安定性に対する評価が高ま

り、福島県・栃木県・静岡県・三重県・滋賀県・大阪府の大規模農家に導入され、それぞ

れの経営内にしっかりと位置づけられつつある。また、熊本県においても一部で試作が行

われている。もとより県農試として県外への普及を目指すものではないが、各種のメディ

アを通して本直播技術の安定性を評価し導入を決意される農家が出現していることは喜ば

しい限りであり、またそれだけの安定性を持った技術であると自負している。

本栽培法の安定性に触発され、現場では、新たに湛直や耕起乾直を試行する動きもみら

れるようになった。農家経営のなかでは直播は目的ではなく、経営の拡大と安定化のため

の手段である。したがって我々も冬季代かき直播にこだわることなく、種々の直播法の地

域的あるいは経営的導入条件を見極め、適地適栽培法を前提とした直播の拡大を図り、直

播栽培面積を、当面本県稲作面積の一割程度の拡大を目指し、長期的には１万haを実現し

たい。一方、不耕起Ｖ溝播種機の製造メーカーが平成14年から新たに８条および12条用の

播種機を市販に移すことを決定したことも普及拡大の追い風となろう。こうしたなかで、

目標達成のためには、現在名古屋市南陽町や安城市の一部で取り組まれている本直播の作

業受委託が可能な仕組みを作り上げていく必要があるとともに、県下６万６千戸の稲作農

家に技術の特徴を積極的に周知していく方途を模索することも肝要である。前述のように、

本直播の特徴は安定性や作業性の良さだけではなく、田面が硬いことから柔らかい土壌に



- 50 -

足を取られることがなく、農家の老齢化が進むなかで、ほ場内の人的作業を画期的に変革

する一方で、大規模農家にとっても輪作体系での後作の作業性を著しく向上させるもので

ある。また、本直播で可能な深水・無落水栽培は水資源の節約や環境保全に極めて有効で

あり、更には新たな視点からの都市近郊における輪作農法に発展し得る可能性を持つと考

えられる。しかし、本直播導入の意向を持つ全ての農家が播種機を購入することは経済性

からも困難であり、また、播種機の能率を考えてもその必要はないと思われる。したがっ

て、地域あるいは農協を中心とした機械の共同利用や作業受委託の仕組みを作り上げ、本

直播の導入を希望する農家が円滑に取り組める体制の構築が急務であると考える。

（2003年3月）

追補

県外普及状況（2007年２月現在）

前述の県に加え、2003年以降、新たに新潟県、石川県、富山県、兵庫県でも普及が始ま

っている。また、青森県では試験場内で寒冷地の適応性が検討されている。さらに、2007

年水稲作から、山形県、長野県、茨城県でも実証が予定されている。県外の播種機稼動台

数は14台、普及面積は約200haとなっている。
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